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caller-id（ダイヤルピア）
発信者 IDを有効にするには、ダイヤルピア設定モードで caller - idコマンドを使用します。
発信者 IDを無効にするには、コマンドの no形式を使用します。

caller-id
no発信者番号

構文の説明 このコマンドには引数やキーワードは含まれていません。

コマンドデフォルト 発信者番号は無効です

コマンドモード
ダイヤルピア構成 (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco 800シリーズルータに導入されました。12.1.(2)XF

このコマンドがCisco IOSRelease 12.1(5)Tに統合されました。12.1(5)T

使用上のガイドライン このコマンドは、一般電話サービス (POTS)ポートを備えた Cisco 800シリーズルータで使用
できます。このコマンドは、発信者 IDサービスに加入している場合にのみ有効です。発信者
IDサービスに加入せずにルーターで発信者 IDを有効にすると、電話のディスプレイに発信者
ID情報が表示されません。

発信者 IDの設定は、POTSポートに接続されているデバイスと一致する必要があります。つ
まり、電話機が発信者 ID機能をサポートしている場合は、 calleridコマンドを使用してその
機能を有効にします。電話機が発信者 ID機能をサポートしていない場合は、コマンド default
を使用するか、発信者 ID機能を無効にします。発信者 ID機能が電話機能としてサポートさ
れているのに無効になっている場合、または電話機能としてサポートされていないのに有効に

なっている場合、異常な呼び出し音動作が発生する可能性があります。

発信者 ID機能を完全にサポートするには、特定のハードウェアが必要です。構成におけるこ
れらの機能のサポートを確認するには、適切なハードウェアドキュメントとデータシートを

確認してください。この情報は Cisco.comで入手できます。

（注）

例 次の例では、ルータが発信者 ID機能を使用できるようにします。

dial-peer voice 1 pots
caller-id
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関連コマンド 説明コマンド

発信者 IDに基づいて通話ブロックを設定します。blockcaller

アプリケーションがPOTSポートとの間の通話のステータスと進行状況を
判断し、表示できるイベントをアクティブ化します。

debugpotscsmcsm

複数の端末デバイスが 1つの加入者回線を使用するように構成します。isdni-number

ルータ上でローカルコールウェイティングを有効にします。potscallwaiting

Nariwakeサービスに登録された発信者の呼び出し音のリズムを設定しま
す。

registeredcallerring
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caller-id alerting dsp-pre-alloc
受信側の Foreign Exchange Office（FXO）音声ポートでオンフック（タイプ 1）発信者 IDを受
信するためのデジタル信号プロセッサ（DSP）リソースを静的に割り当てるには、音声ポート
設定モードで caller-idalertingdsp-pre-allocコマンドを使用します。コマンドの効果を無効にす
るには、このコマンドの no形式を使用します。

caller-id警告DSP事前割り当て
no発信者番号alertingDSP事前割り当て

構文の説明 このコマンドには引数やキーワードは含まれていません。

コマンドデフォルト DSPリソースの事前割り当てなし

コマンドモード
音声ポートの設定 (config-voiceport)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、CiscoMC3810、Cisco 2600シリーズ、およびCisco 3600シリーズ
で導入されました。

12.1(2)XH

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(3)Tに統合されました。12.1(3)T

使用上のガイドライン 中央局が回線極性反転を使用して発信者 ID情報送信の開始を知らせる場合、FXOポートで
calleridalertingdsppreallocコマンドが必要になることがあります。 DSPを事前に割り当てる
と、DSPは中央局 (CO)からの警告信号を必要とせずに発信者 ID情報を継続的に聞くことがで
きます。

このコマンドは、発信者 ID通話の Foreign Exchange Station (送信側)に適用される
calleridalertinglinereversalコマンドの FXO版です。

発信者 ID機能を完全にサポートするには、特定のハードウェアが必要です。構成におけるこ
れらの機能のサポートを確認するには、適切なハードウェアドキュメントとデータシートを

確認してください。この情報は Cisco.comで入手できます。

（注）

例 次の例では、発信者 ID情報を受信する音声ポートを設定します。

voice-port 1/0/1
cptone US
caller-id enable
caller-id alerting line-reversal
caller-id alerting dsp-pre-alloc
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関連コマンド 説明コマンド

発信者 ID通話アラートの回線反転方法を設定します。caller-idalertingline-reversal
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caller-id alerting line-reversal
送信側 Foreign Exchange Station（FXS）音声ポートでオンフック（タイプ 1）発信者 ID情報の
回線反転アラート方式を設定するには、音声ポート設定モードで calleridalertinglinereversalコ
マンドを使用します。コマンドの効果を無効にするには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

発信者番号警告ライン反転

no発信者番号alertingライン反転

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト 回線反転アラートなし

コマンドモード
音声ポートの設定 (config-voiceport)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.1(2)XH

このコマンドがCisco IOSRelease 12.1(3)Tに統合されました。12.1(3)T

使用上のガイドライン このコマンドは、FXSポートに接続された電話機が発信者 ID送信の開始を通知するために回
線反転方式を必要とする場合にのみ必要です。発信者 ID情報を送信する FXS音声ポートで使
用します。

このコマンドは、回線反転アラート方式による発信者 IDコールの FXO（受信）側に適用する
calleridalertingdsppreallocコマンドの FXS版です。

発信者 ID機能を完全にサポートするには、特定のハードウェアが必要です。構成におけるこ
れらの機能のサポートを確認するには、適切なハードウェアドキュメントとデータシートを

確認してください。この情報は Cisco.comでご覧いただけます。

（注）

例 次の例では、発信者 ID情報が送信される音声ポートを設定します。

voice-port 1/0/1
cptone US
station name A. sample
station number 4085550111
caller-id alerting line-reversal
caller-id alerting dsp-pre-alloc
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関連コマンド 説明コマンド

回線反転アラート発信者 IDコールの受信側で、発信者 IDコール
用に DSPを事前に割り当てます。

caller-idalertingdsp-pre-alloc
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caller-id alerting pre-ring
送信側 Foreign Exchange Station（FXS）音声ポートでオンフック（タイプ 1）発信者 ID情報に
250ミリ秒のプレリング通知方式を設定するには、音声ポート設定モードで
caller-idalertingpre-ringコマンドを使用します。このコマンドを無効にするには、このコマン
ドの no形式を使用します。

発信者番号alertingプレリング
no発信者番号alertingプレリング

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト 事前リングアラートなし

コマンドモード
音声ポートの設定 (config-voiceport)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、CiscoMC3810、Cisco 2600シリーズ、およびCisco 3600シリーズ
で導入されました。

12.1(2)XH

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(3)Tに統合されました。12.1(3)T

使用上のガイドライン このコマンドは、FXSポートに接続された電話機が発信者 ID送信の開始を通知するためにプ
レリング (即時リング)方式を必要とする場合にのみ必要です。発信者 ID情報を送信する FXS
音声ポートで使用します。このコマンドにより、FXSポートは通常のリング音の前に短いプ
レリング音を送信できるようになります。 FXOポートでは、着信の prering (即時呼び出し音)
は、単に caller-idalertingringコマンドを使用して通常の呼び出し音としてカウントされます。

発信者 ID機能を完全にサポートするには、特定のハードウェアが必要です。構成におけるこ
れらの機能のサポートを確認するには、適切なハードウェアドキュメントとデータシートを

確認してください。この情報は Cisco.comでご覧いただけます。

（注）

例 次の例では、発信者 ID情報を送信する音声ポートを設定します。

voice-port 1/0/1
cptone US
station name A. sample
station number 4085550111
caller-id alerting pre-ring
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関連コマンド 説明コマンド

発信者 ID操作を有効にし、FXSポートで回線反転アラートタイ
プを設定します。

caller-idalertingline-reversal

発信者 ID操作を有効にし、FXOまたは FXSポートで警告リング
タイプを設定します。

caller-idalertingring
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caller-id alerting ring
受信側 Foreign Exchange Office（FXO）または送信側 Foreign Exchange Station（FXS）音声ポー
トでオンフック（タイプ 1）発信者 ID情報を受信するための着信サイクル方式を設定するに
は、音声ポート設定モードで calleridalertingringコマンドを使用します。コマンドをデフォル
トに設定するには、このコマンドの no形式を使用します。

発信者番号警告ring {1 | 2}
no発信者番号alertingring

構文の説明 電話サービスプロバイダーが、受信ステーションで最初の呼び出し音が鳴った後に発信者

IDアラート (表示)を提供するように指定している場合は、この設定を使用します。これは
最も一般的な設定です。

1

電話サービスプロバイダーが 2回目の呼び出し音の後に発信者 IDアラート (表示)を提供す
るように指定している場合は、この設定を使用します。この設定はオーストラリアで使用

され、短い呼び出し音 2回 (ダブルパルス呼び出し音)の後に発信者 ID情報が送信されま
す。

2

コマンドデフォルト 1

コマンドモード
音声ポートの設定 (config-voiceport)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.1(2)XH

このコマンドがCisco IOSRelease 12.1(3)Tに統合されました。12.1(3)T

使用上のガイドライン この設定は、電話サービスプロバイダーが発信者 IDに使用するBellcore/Telcordiaまたは ETSI
標準によって決まります。発信者 ID情報が到着する FXOループスタートおよびグラウンド
スタート音声ポート、および発信者 ID情報が送信される FXS音声ポートで使用します。

この設定は、電話回線接続の送信側と受信側で一致している必要があります。

発信者 ID機能を完全にサポートするには、特定のハードウェアが必要です。構成におけるこ
れらの機能のサポートを確認するには、適切なハードウェアドキュメントとデータシートを

確認してください。この情報はオンラインで入手できます。

（注）

例 次の例では、発信者 ID情報を受信する音声ポートを設定します。

voice-port 1/0/1
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cptone US
caller-id alerting ring 1

次の例では、発信者 ID情報を送信する音声ポートを設定します。

voice-port 1/0/1
cptone northamerica
station name A. sample
station number 4085550111
caller-id alerting ring 1

関連コマンド 説明コマンド

発信者 ID操作を有効にし、FXSポートで回線反転アラートタイ
プを設定します。

caller-idalertingline-reversal

発信者 ID操作を有効にし、FXSポートでの呼び出し音前の警告
方法を設定します。

caller-idalertingpre-ring
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発信者番号減衰
受信側の Foreign Exchange Office（FXO）音声ポートで発信者 IDの減衰を設定するには、音声
ポート設定モードで caller-idattenuationコマンドを使用します。コマンドをデフォルトに設定
するには、このコマンドの no形式を使用します。

発信者番号アッテネーション[アッテネーション]
no発信者番号アッテネーション

構文の説明 (オプション)減衰量をデシベル (dB)単位で指定します。範囲は 0～ 64です。デフォル
トは 14です。

減

衰

コマンドデフォルト デフォルト値は 14 dB、信号レベルは -14 dBmです。

コマンドモード
音声ポートの設定 (config-voiceport)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.1(2)XH

このコマンドがCisco IOSRelease 12.1(3)Tに統合されました。12.1(3)T

使用上のガイドライン この設定を使用して、発信者 ID FXOポートの減衰を指定します。この設定を使用しない場
合、減衰は 14 dB、信号レベルは -14 dBmに設定されます。

発信者 ID機能を完全にサポートするには、特定のハードウェアが必要です。構成におけるこ
れらの機能のサポートを確認するには、適切なハードウェアドキュメントとデータシートを

確認してください。この情報はオンラインで入手できます。

（注）

例 次の例では、発信者 ID情報を受信する音声ポートを設定します。

voice-port 1/0/1
cptone US
caller-id attenuation 0
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発信者番号ブロック
ForeignExchangeStation（FXS）ポートから発信された通話の相手側での caller ID情報の表示を
ブロックするように要求するには、発信元 FXS音声ポートの音声ポート設定モードで
caller-idblockコマンドを使用します。 caller ID情報の表示を許可するには、このコマンドの
no形式を使用します。

caller-idブロック
nocaller-idブロック

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト 発信者 ID情報はブロックされません

コマンドモード
音声ポートの設定 (config-voiceport)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.1(2)XH

このコマンドがCisco IOSRelease 12.1(3)Tに統合されました。12.1(3)T

使用上のガイドライン このコマンドは、オンネット電話呼び出しを発信するために使用される FXS音声ポートで使
用されます。このコマンドは、設定された発信元 FXSステーションから遠端 FXSステーショ
ンに送信されるすべての通話に影響します。発信番号と着信番号は、VoIPのH.225セットアッ
プメッセージで、H.225オクテット 3Aフィールドを通じて提供されます。表示情報要素に呼
び出し名情報が含まれます。

Voice over Frame Relay (VoFR)および Voice over ATM (VoATM)を使用したシスコ交換通話で
は、発信者情報がシスコ独自のセットアップメッセージで伝送されます。 FXSから FXOへの
コールに透過的なシグナリングが適用される標準ベースのポイントツーポイントVoFR(FRF.11)
トランクの場合、インバンド自動番号識別 (ANI)のパススルーのみがサポートされます。これ
らの通信では、ANI情報は常にブロックされません。透過的なチャネル関連信号 (CAS)を使
用するインターフェイステクノロジーは、機能グループD (インバンドMF信号)を通じてANI
のみをサポートできます。発信者 ID機能は、 connectiontrunkコマンドを使用して作成され
た固定ポイントツーポイントトランク接続では使用できません。

（注）

発信者 ID機能を完全にサポートするには、特定のハードウェアが必要です。構成におけるこ
れらの機能のサポートを確認するには、適切なハードウェアドキュメントとデータシートを

確認してください。この情報は Cisco.comでご覧いただけます。

（注）

caller-id (dial peer) through ccm-manager switchover-to-backup
14

caller-id (dial peer) through ccm-manager switchover-to-backup

発信者番号ブロック



例 次の例では、発信者 ID情報を送信する音声ポートを設定します。

voice-port 1/0/1
cptone US
station name A. sample
station number 4085550111
caller-id block

関連コマンド 説明コマンド

発信者 ID操作を有効にします。caller-idenable
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発信者番号通知を有効にする
発信者 ID情報の送信または受信を許可するには、送信側の Foreign Exchange Station（FXS）音
声ポートまたは受信側の Foreign Exchange Office（FXO）音声ポートで、音声ポート設定モー
ドで caller-idenableコマンドを使用します。発信者 ID情報の送受信を無効にするには、この
コマンドの no形式を使用します。

caller-idenable[タイプ {1 | 2}]
nocaller-idenable[タイプ {1 | 2}]

構文の説明 (オプション)次のキーワードが発信者 IDタイプであることを示します。

• 1--タイプ Iのみ。タイプ Iは、受信側の電話がオンフックされているときに信号
を送信します。

• 2--タイプ IIのみ。タイプ IIは、受信側の電話がオフフックのときに信号を送信
します。たとえば、受信側の電話が話し中の場合に着信コールの発信者 IDを表示
します (コールウェイティング発信者 ID)。

タイ

プ

コマンドデフォルト 発信者 ID情報の送受信が無効になります。

コマンドモード
音声ポートの設定 (config-voiceport)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.1(2)XH

このコマンドがCisco IOSRelease 12.1(3)Tに統合されました。12.1(3)T

type1および type2キーワードが追加されました。12.3(7)T

使用上のガイドライン このコマンドは、発信者 ID情報を送信するFXS音声ポートと、発信者 ID情報を受信するFXO
ポートに適用されます。発信番号と着信番号は、VoIPの H.225.0セットアップメッセージで
H.225.0オクテット 3Aフィールドを通じて提供されます。表示情報要素に呼び出し名情報が
含まれます。

電話機で発信者 IDタイプ IIをサポートしていないユーザの中には、タイプ II発信者 IDを有
効にするとノイズが聞こえる場合があります。 caller-idenabletype1コマンドは、音声ポートで
タイプ Iのみを許可し、タイプ IIを無効にするため、ユーザにはこのノイズが聞こえません。

このコマンドをオプションの typeキーワードなしで使用すると、タイプ Iとタイプ IIの両方
の発信者 IDが有効になります。
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このコマンドの no形式は、音声ポートのその他の発信者 ID設定もすべてクリアします。（注）

Voice over Frame Relay（VoFR）および Voice over ATM（VoATM）を使用したシスコ交換通話
では、発信者情報がシスコ独自のセットアップメッセージで伝送されます。 FXSから FXOへ
のコールに透過的なシグナリングが適用される標準ベースのポイントツーポイント VoFR
(FRF.11)トランクの場合、インバンド自動番号識別 (ANI)のパススルーのみがサポートされま
す。これらの通信では、ANI情報は常にブロックされません。透過的なチャネル関連信号
(CAS)を使用するインターフェイステクノロジーは、機能グループ D (帯域内マルチ周波数信
号)を通じてANIのみをサポートできます。発信者 IDは、 connectiontrunkコマンドを使用し
て作成された固定ポイントツーポイントトランク接続では使用できません。

（注）

音声ポートに stationname、stationnumber、または caller-idalertingコマンドが設定されている
場合、発信者 IDは自動的に有効になり、 caller-idenableコマンドは必要ありません。

発信者 ID機能を完全にサポートするには、特定のハードウェアが必要です。構成におけるこ
れらの機能のサポートを確認するには、適切なハードウェアドキュメントとデータシートを

確認してください。この情報はオンラインで入手できます。

（注）

例 次の例では、発信者 ID情報を受信するCisco 2600シリーズまたはCisco 3600シリーズ
ルータの音声ポートを設定します。

voice-port 1/0/1
cptone US
caller-id enable

次の例では、発信者 ID情報が送信されるCisco 2600シリーズまたはCisco 3600シリー
ズルータの音声ポートを設定します。

voice-port 1/0/1
cptone northamerica
station name A. sample
station number 4085550111
caller-id enable

次の例では、ポート 2/0でタイプ I発信者 IDのみを有効にします。

voice-port 2/0
caller-id enable type 1
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関連コマンド 説明コマンド

発信者 ID操作を有効にし、FXSポートで回線反転アラートタイ
プを設定します。

caller-idalertingline-reversal

発信者 ID操作を有効にし、FXSポートでの呼び出し音前の警告
方法を設定します。

caller-idalertingpre-ring

発信者 ID操作を有効にし、FXOまたは FXSポートで警告リング
タイプを設定します。

caller-idalertingring

FXSポートからの発信者 ID情報の送信を無効にします。発信者 IDブロック

発信者 ID操作を有効にし、FXSポートから送信される名前を設
定します。

stationname

発信者 ID操作を有効にし、FXSポートから送信される番号を設
定します。

stationnumber
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発信者番号モード
国際標準ではない発信者番号モードを指定するには、送信側のForeignExchangeStation（FXS）
音声ポートまたは受信側の Foreign Exchange Office（FXO）音声ポートの音声ポート設定モー
ドで caller-id modeコマンドを使用します。発信者 IDモードを国別にするには、このコマン
ドの no形式を使用します。

発信者番号モード {BT | FSK | DTMF {開始 | end} {# | * | A | B | C | D}}
no発信者番号モード

構文の説明 BritishTelecomが使用するデュアルトーン警報信号 (DTAS)を備えた周波数シフトキー
イング (FSK)を指定します。

BT

通話前または通話中に FSKを指定します。FSK

開始桁コードと終了桁コードを持つデュアルトーンマルチ周波数 (DTMF)桁を指定し
ます。

DTMF

開始桁コードを指定します。start

終了桁コードを指定します。end

DTMF番号の #を指定します。#

DTMF番号の *を指定します。*

DTMF番号の Aを指定します。あ

DTMF数字 Bを指定します。B

DTMF数字 Cを指定します。C

DTMF数字 Dを指定します。D

コマンドデフォルト 発信者 IDモードは無効です。

コマンドモード
音声ポートの設定 (config-voiceport)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.2(1)T

使用上のガイドライン このコマンドは、発信者 ID情報を受信する FXOポートに発信者 ID情報を送信する FXS音声
ポートに適用されます。開始桁コードと終了桁コードは DTMFモードにのみ適用されます。
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コマンドのデフォルトは、地域の音声インターフェイス関連のトーン、呼び出し音、およびリ

ズムの設定を指定する cptone設定に基づいています。このコマンドの no形式では、デフォル
トで国固有の設定になります。

発信者 ID機能を完全にサポートするには、特定のハードウェアが必要です。構成におけるこ
れらの機能のサポートを確認するには、適切なハードウェアドキュメントとデータシートを

確認してください。この情報は Cisco.comでご覧いただけます。

（注）

例 次の例では、開始コードと終了コードを使用して、DTMFの国際標準ではない発信者
IDモードを設定します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# voice-port 1/0/1
Device(config-voiceport)# caller-id mode DTMF start A end B
Device(config-voiceport)# end

関連コマンド 説明コマンド

発信者番号の通知方法を定義しま

す。

発信者番号通知

発信者番号 FXO音声ポートの減衰
量を設定します。

発信者番号減衰

発信者 ID情報をブロックします。発信者番号ブロック

発信者 ID操作を有効にします。発信者番号通知を有効にする

発信者 IDの形式を指定します。発信者番号の形式
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cancel-call-waiting
機能アクセスコード（FAC）の機能コードを定義し、着信待ち受けのキャンセル機能を有効に
するには、STCアプリケーションの機能アクセスコード設定モードで cancel-call-waitingコマ
ンドを使用します。機能コードをデフォルトにリセットするには、このコマンドの no形式を
使用します。

cancel-call-waitingキーパッド文字
nocancel-call-waiting

構文の説明 電話のキーパッドでダイヤルできる文字列 (0-9、*、#)。デフォルト: 8。

文字列には次のいずれかを指定できます。

• 1文字 (0-9、*、#)

• 2桁の数字 (00-99)

• 2-4文字 (0-9, *, #)の先頭または末尾の文字はアスタリスク (*)または
シャープ (#)でなければなりません

keypad-character

コマンドデフォルト 通話待機キャンセルの機能コードは 8です。

コマンドモード
STCアプリケーション機能アクセスコード設定 (config-stcapp-fac)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。15.0(1)XA

このコマンドが Cisco IOS Release 15.1(1)Tに統合されました。15.1(1)T

使用上のガイドライン このコマンドは、着信待ち受けキャンセルの機能コードのデフォルト値（8）を変更します。

別の FAC、スピードダイヤルコード、またはリダイヤル FSDに設定済みの値を使ってこのコ
マンドを設定しようとすると、メッセージが表示されます。重複するコードを設定すると、シ

ステムは showstcappfeaturecodesコマンドの出力に表示される優先順位に従って、最初に一致
する機能を実装します。

排除する値、または別の FAC、スピードダイヤルコード、リダイヤル FSDによって排除され
る値でこのコマンドを設定しようとすると、メッセージが表示されます。機能コードを排除す

る、または他のコードによって排除される値に設定した場合、システムは常に最も短いコード

のコール機能を実行し、長いコードは無視します。例えば、#1は常に #12と #123を優先しま
す。電話ユーザがその機能にアクセスできるように、排除されたコードに新しい値を設定する

必要があります。

すべての FACのリストを表示するには、 showstcappfeaturecodesコマンドを使用します。
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例 次の例は、コール待機をキャンセルするための機能コードの値を変更する方法を示し

ています。この設定では、電話ユーザは通話待機をキャンセルするために電話のキー

パッドで **9を押す必要があります。

Router(config)# stcapp feature access-code
Router(config-stcapp-fac)# cancel-call-waiting **9

関連コマンド 説明コマンド

FACのプレフィックスを定義します。プレフィックス
(stcapp-fac)

すべての FACを表示します。showstcappfeaturecodes
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caller-number（ダイヤルピア）
特定の発信者 IDに呼び出し音のタイプを関連付けるには、ダイヤルピア音声設定モードで
callernumberコマンドを使用します。特定の発信者 IDの呼び出し音のタイプを無効にするに
は、このコマンドの no形式を使用します。

発信者番号numberringcadence

no発信者番号numberringcadence

構文の説明 ユーザーが設定するケイデンスに対応する発信者 ID。それぞれの従来型電話サー
ビス（POTS）ポートには、20個の番号とそのケイデンスを設定できます。

number

リングのケイデンスレベル。継続時間とケイデンスが異なる 3つのケイデンスレ
ベル（0、1、2）は次のとおりです。

• 0 -呼び出し音の周期は 1秒オン、2秒オフです (NTT定義の通常の呼び出し
音)。

• 1 -呼び出し音の周期は、オン 0.25秒、オフ 0.2秒、オン 0.25秒、オフ 2.3秒
です (NTT定義の非定期呼び出し音)。

• 2 -呼び出し音の周期は、0.5秒オン、0.25秒オフ、0.25秒オン、2秒オフです
(Cisco定義の非定期呼び出し音)。

ringcadence

コマンドデフォルト ルータは発信者 IDをケイデンスレベルに関連付けません。そのため、個別の呼び出し音はあ
りません。

コマンドモード
ダイヤルピア音声構成 (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドは、Cisco 803、Cisco 804、およびCisco 813ルータで導入されました。12.2(8)T

使用上のガイドライン 各 POTSポートに対して、 callernumberコマンドを入力できます。最大 20個の発信者 IDを
個別の呼び出し音リズムに関連付けることができます。ポートごとに 20個の番号が設定され
ると、すでに設定されている番号のいずれかを削除するまで、そのポートにさらに番号 (およ
び呼び出し音のリズム)を設定することはできません。すでに設定されている番号とその呼び
出し音のリズムを削除するには、caller numberコマンドのno形式を使用します。

コマンドは各ダイヤルピア内で設定する必要があります。6つのダイヤルピアが使用可能で、
ポートごとに 20個の発信者 IDを指定でき、最大 120個の発信者 ID番号を指定できます。
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すでにNariwakeサービスにご加入いただいている場合は、Nariwake発信者 IDのリズムが優先
されます。

（注）

発信者 ID番号に基づいて識別呼び出し音を無効にするには、 nocallernumberコマンドを設定
します。呼び出し音を無効化すると、その特定の番号に設定された特定のパターンが削除され

ます。 20個の番号とその呼び出し音のケイデンスパターンを設定した場合は、20個の番号ご
とに nocallernumberコマンドを設定する必要があります。

showrunningconfigコマンドを使用して、識別呼び出し音のステータスを確認します。

例 次の出力例は、POTSポート 1に 3つの発信者 ID番号とその呼び出し音のケイデンス
パターンが設定され、POTSポート 2に 5つの発信者 ID番号とその呼び出し音のケイ
デンスパターンが設定されていることを示しています。

dial-peer voice 1 pots
destination-pattern 5550102
port 1
no call-waiting
ring 0
volume 4
caller-number 1111111 ring 2
caller-number 2222222 ring 1
caller-number 3333333 ring 1
dial-peer voice 2 pots
destination-pattern 5550110
port 2
no call-waiting
ring 0
volume 2
caller-number 4444444 ring 1
caller-number 6666666 ring 2
caller-number 7777777 ring 0
caller-number 8888888 ring 1
caller-number 9999999 ring 2

関連コマンド 説明コマンド

通話待ちを有効にします。callwaiting

ルーターの受信機の音量レベルを設定します。音量
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通話情報 pstnからsipへ
公衆交換電話網 (PSTN)からセッション開始プロトコル (SIP)への通話に対する通話情報の処理
を指定するには、SIPユーザエージェント設定モードで calling-infopstn-to-sipコマンドを使用
します。 PSTNから SIPへの通話の通話情報処理を無効にするには、このコマンドの no形式
を使用します。

通話情報PSTNから SIPへ {スクリーニングなし破棄 | {from | remote-party-id | asserted-id
{namesetname | numbersetnumber}}}
no通話情報PSTNから SIPへ

構文の説明 (オプション)発信者名と番号を破棄することを指定します。unscreeneddiscard

(オプション) Fromヘッダーの表示名が、転送された INVITE
メッセージ内の設定されたASCII文字列に無条件に設定され
ることを指定します。

fromnamesetname

(オプション)転送された INVITEメッセージ内の Fromヘッ
ダーのユーザ部分が設定されたASCII文字列に無条件に設定
されることを指定します。

fromnumbersetnumber

(オプション)転送された INVITEメッセージ内の設定された
ASCII文字列に、Remote-Party-IDヘッダーの表示名が無条件
に設定されることを指定します。

remote-party-idnamesetname

(オプション)転送された INVITEメッセージ内の
Remote-Party-IDヘッダーのユーザ部分が設定された ASCII
文字列に無条件に設定されることを指定します。

remote-party-idnumbersetnumber

(オプション) Asserted-IDヘッダーの表示名が、転送された
INVITEメッセージで設定された ASCII文字列に無条件に設
定されることを指定します。

asserted-idnamesetname

(オプション)Asserted-IDヘッダーのユーザ部分が、転送され
た INVITEメッセージ内の設定されたASCII文字列に無条件
に設定されることを指定します。

asserted-idnumbersetnumber

コマンドデフォルト このコマンドは無効になっています。

コマンドモード
SIP UA構成 (config-sip-ua)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(13)T
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変更リリース

asserted-idキーワードが追加されました。12.4(15)T

使用上のガイドライン 通話がゲートウェイから出ると、calling-infopstn-to-sip処理が適用されます。

例 次の例では、PSTNからSIPへの通話の通話情報処理を有効にし、会社名と番号を設定
します。

Router(config-sip-ua)# calling-info pstn-to-sip from name set CompanyA
Router(config-sip-ua)# calling-info pstn-to-sip from number set 5550101
Router(config-sip-ua)# exit
Router(config)# exit
Router# show running-config
Building configuration...
.
.
.
!
sip-ua
calling-info pstn-to-sip from name set CompanyA
calling-info pstn-to-sip from number set 5550101
no remote-party-id
!
.
.
.

関連コマンド 説明コマンド

プライバシーレベルを設定し、送信 SIP要求または応答メッセージで
P-Asserted-Identity (PAI)または P-Preferred-Identity (PPI)プライバシー
ヘッダーのいずれかを有効にします。

asserted-id

SIPから PSTNへの通話の発信情報の処理を指定します。calling-infosip-to-pstn

SIP SPIイベントのトレースを有効にします。debugccsipevents

SIP UAクライアントとアクセスサーバの間で交換される SIPメッセー
ジのトレースを有効にします。

debugccsipmessages

ISDN接続の通話セットアップと切断を表示します。debugisdnq931

通話制御 APIのエラーログのトレースを有効にします。debugvoiceccapierror

通話コントロール APIによる実行パスのトレースを有効にします。debugvoipccapiinout
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calling-info sip-to-pstn
セッション開始プロトコル (SIP)から公衆交換電話網 (PSTN)への通話に対する通話情報の処理
を指定するには、SIPユーザエージェント設定モードで calling-infosip-to-pstnコマンドを使用
します。 SIPから PSTNへの通話の通話情報処理を無効にするには、このコマンドの no形式
を使用します。

calling-infosip-to-pstn {スクリーニングなし破棄 | namesetname | numbersetnumber}
no通話情報SIPから PSTNへ

構文の説明 (オプション)発信者名と番号を破棄することを指定します。unscreeneddiscard

(オプション)発信者名が転送されたセットアップメッセージ内の設定され
た ASCII文字列に無条件に設定されるように指定します。

namesetname

(オプション)発信番号を転送されたセットアップメッセージ内の設定され
た ASCII文字列に無条件に設定することを指定します。

numbersetnumber

コマンドデフォルト このコマンドは無効になっています。

コマンドモード
SIPユーザエージェント設定 (config-sip-ua)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.2(13)T

使用上のガイドライン 通話がゲートウェイに入ると、calling-infosip-to-pstn処理が適用されます。

例 次の例では、SIPからPSTNへの通話の通話情報処理を有効にし、会社名をCompanyA
に、番号を 5550100に設定します。

Router(config-sip-ua)# calling-info sip-to-pstn name set CompanyA
Router(config-sip-ua)# calling-info sip-to-pstn number set 5550100
Router(config-sip-ua)# exit
Router(config)# exit
Router# show running-config
Building configuration...
.
.
.
!
sip-ua
calling-info sip-to-pstn name set CompanyA
calling-info sip-to-pstn number set 5550100

!
.
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.

.

関連コマンド 説明コマンド

SIP SPIイベントのトレースを有効にします。debugccsipevents

SIP SPIメッセージのトレースを有効にします。debugccsipmessages

ISDN接続の通話セットアップと切断を表示します。debugisdnq931

通話コントロールAPIによる実行パスのトレースを有効にします。debugvoipccapiinout

PSTNから SIPへの通話の発信情報の処理を指定します。通話情報pstnからsip
へ
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calling-number outbound
シグナリングタイプとしてT1-Channel Associated Signaling（T1-CAS）Feature GroupD-Exchange
Access North American（FGD-EANA）が設定されている場合に送信する自動番号識別（ANI）
を指定するには、ダイヤルピアまたは音声ポート設定モードで calling-numberoutboundコマ
ンドを使用します。このコマンドを無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

発信番号アウトバウンド {範囲文字列 1文字列 2 |順序文字列 1...文字列 5 | null}
no発信番号アウトバウンド {範囲文字列 1文字列 2 |順序文字列 1...文字列 5 | null}

構文の説明 指定された範囲（string1～ string2）を繰り返し、ANIのシーケンスを生成します。範囲

ピアを使用した後続の通話で ANIとして渡される個別の文字列のシーケンス
(string1...string5)を設定します。

（注）

省略記号 (...)は上記のように入力されます。

sequence

ANIを抑制します。使用すると、このダイヤルピアが選択されたときに ANIは渡
されません。

ヌル

有効なE.164電話番号文字列。文字列の長さは同じで、32桁を超えることはできま
せん。

文字列
#...

コマンドデフォルト 発信番号が指定されていません。

コマンドモード
ダイヤルピア設定（config-dial-peer）音声ポート設定（config-voiceport）

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドがCiscoAS5300に導入されました。12.1(3)T

使用上のガイドライン このコマンドは、FGD-EANAシグナリングに対してのみ有効です。

例 発信コールに対して T1-CAS FGD-EANAが設定された T1インターフェイスでの ANI
の送信を有効化または無効化するには、calling-numberoutboundコマンドを使用しま
す。このコマンドの構文は、音声ポートモードとダイヤルピアモードの両方で同じ

です。両方のモードの例を示します。
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calling-number outbound Range

calling-number outbound range
string1

string2

値 string1と string2は有効な E.164電話番号文字列です。両方の文字列は同じ長さで
ある必要があり、32桁を超えることはできません。範囲（string1～ string2）を指定
して、string2に到達するまで範囲を繰り返し、その後 string1から再び開始して ANI
のシーケンスを生成するために使用する場合は、最初の 4桁のみを使用します。文字
列の長さが 4桁未満の場合、文字列全体が使用されます。

ANIは、408555プレフィックスを使用し、このピアを使用する各通話に対して 0100
から 0101まで回転することによって生成されます。

ダイヤルピア設定モード:

dial-peer voice 1 pots
calling-number outbound range 4085550100 4085550101
calling Number Outbound is effective only for fgd_eana signaling

音声ポート設定モード:

voice-port 1:D
calling-number outbound range 4085550100 4085550105
Calling Number Outbound is effective only for fgd_eana signaling

calling-number outbound Sequence

calling-number outbound sequence
string1 string2 string3
string4 string5

このオプションは、ピアを使用した後続の呼び出しでANIとして渡される一連の個別
の文字列 (string1... string5)を構成します。制限は 5文字の文字列です。すべての文字
列は、最大 32桁の有効な E.164番号である必要があります。

ダイヤルピア設定モード:

dial-peer voice 1 pots
calling-number outbound sequence 6000 6006 4000 5000 5025
Calling Number Outbound is effective only for fgd_eana signaling

音声ポート設定モード:

voice-port 1:D
calling-number outbound sequence 6000 6006 4000 5000 5025
Calling Number Outbound is effective only for fgd_eana signaling
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calling-number outbound Null

calling-number outbound null

このオプションはANIを抑制します。使用すると、このダイヤルピアが選択されたと
きに ANIは渡されません。

ダイヤルピア設定モード:

dial-peer voice 1 pots
calling-number outbound null
Calling Number Outbound is effective only for fgd_eana signaling

音声ポート設定モード:

voice-port 1:D
calling-number outbound null
Calling Number Outbound is effective only for fgd_eana signaling

関連コマンド 説明コマンド

ANI文字列の先頭に追加する2つの情報桁を設定します。info-digitsstring1
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capacity update interval（ダイヤルピア）
このダイヤルピアに関連付けられたプレフィックスの容量更新を変更するには、ダイヤルピア

設定モードで capacityupdateintervalコマンドを使用します。既定の設定に戻すには、このコ
マンドの no形式を使用します。

capacity更新interval秒
nocapacity更新interval秒

構文の説明 定期的な容量更新の送信間隔（秒単位）。10～1000の範囲の数値を指定できます。デフォ
ルト値は 25秒です。

秒

コマンドデフォルト 25秒

コマンドモード
ダイヤルピア構成 (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(1)

使用上のガイドライン 送信される更新の数に応じて、更新間隔を設定する必要があります。着信する通話が増えると

更新がより頻繁に送信されるため、データの同期が失われる可能性があります。更新回数に対

して間隔が短すぎると、ロケーションサーバが過負荷になる可能性があります。

ダイヤルピアのトラフィックが多すぎる場合は、seconds引数をより高い値に設定します。

例 次の例は、POTSダイヤルピア 10の容量更新が 35秒ごとに行われていることを示し
ています。

Router(config)# dial-peer voice 10 pots
Router(config-dial-peer)# capacity update interval 35

関連コマンド 説明コマンド

ダイヤルピア設定モードを開始し、音声関連のカプセル化の方法を指定します。dial-peervoice
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容量更新間隔（トランクグループ）
キャリアまたはトランクグループの容量更新を変更するには、トランクグループ設定モード

で capacityupdateintervalコマンドを使用します。既定の設定に戻すには、このコマンドの no
形式を使用します。

capacity {キャリア |トランクグループ}更新interval秒
nocapacity {キャリア |トランクグループ}

構文の説明 キャリア容量。キャリア

トランクグループの容量。トランクグルー

プ

定期的な容量更新の送信間隔（秒単位）。 10～ 1000の範囲の数値を指定
できます。デフォルト値は 25秒です。

秒

コマンドデフォルト 25秒

コマンドモード
トランクグループ設定 (config-trunkgroup)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(1)

使用上のガイドライン 送信される更新の数に応じて、更新間隔を設定する必要があります。着信する通話が増えると

更新がより頻繁に送信されるため、データの同期が失われる可能性があります。更新回数に対

して間隔が短すぎると、ロケーションサーバが過負荷になる可能性があります。

ダイヤルピアのトラフィックが多すぎる場合は、 seconds引数をより高い値に設定します。

例 次の例では、トランクグループ 101の容量更新が 45秒ごとに実行されるように設定
します。

Router(config)# trunk group 101
Router(config-trunkgroup)# capacity trunk-group update interval 45

関連コマンド 説明コマンド

トランクグループを定義し、トランクグループ設定モードに入ります。トランクグルー

プ
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cap-list vfc
音声コーデックオーバーレイファイルを機能ファイルリストに追加するには、グローバルコ

ンフィギュレーションモードで cap-listvfcコマンドを使用します。機能リストに追加された
特定のコーデックオーバーレイファイルを無効にするには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

cap-listファイル名VFCスロット番号
nocap-listファイル名VFCスロット番号

構文の説明 音声機能カード (VFC)フラッシュメモリに保存されているコーデックファイ
ルを識別します。

ファイル名

VFCがインストールされているスロットを識別します。範囲は 0～ 2です。
デフォルト値はありません。

スロット-番
号

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドがCiscoAS5300に導入されました。11.3NA

使用上のガイドライン VCWareがバンドル解除されると、DSPWareがフラッシュメモリに自動的に追加され、機能
と既定のファイルリストの両方が作成され、これらのリストに特定のバージョンの VCWare
の既定のファイルが入力されます。機能リストは、H.323機能ネゴシエーションに使用できる
音声コーデックを定義します。 cap-listvfcコマンドを使用して、指定された音声コーデック
オーバーレイファイル（filenameで定義）をフラッシュメモリ内の機能ファイルリストに追
加します。

例 次の例では、フラッシュメモリに含まれるリストに次のコーデックを追加します。

config terminal
cap-list cdc-g711-1.0.14.0.bin vfc 0

関連コマンド 説明コマンド

デフォルトのファイルリストにあるファイルとは別に、VFCフラッシュメモ
リに保存されている追加の (または異なる)ファイルを指定します。

default-filevfc
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CAPFアドレス
ローカルで有効な証明書（LSC）の更新に Certificate Authority Proxy Function（CAPF）を指定
するには、電話プロキシ設定モードで capf-addressコマンドを使用します。 LSC更新の CAPF
を削除するには、コマンドの no形式を使用します。

capf-address ipv4capf-ipv4-addressacc-addr ipv4access-ipv4-address

no capf-address ipv4capf-ipv4-addressacc-addr ipv4アクセス IPv4アドレス

構文の説明 CAPFサービスのローカルア
ドレスとして IPv4アドレスを
指定します。

CAPF-IPv4アドレス

CAPFサーバアドレスとして
使用されるアクセス側アドレ

スを指定します。

acc-addr ipv4access-ipv4-address

コマンドデフォルト CAPFアドレスが指定されていません。

コマンドモード 電話プロキシコンフィギュレーションモード (config-phone-proxy)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.3(3)M

使用上のガイドライン

例

次の例は、LSC更新の CAPFアドレスを指定する方法を示しています。 CAPFサービ
スの IPv4アドレスは 198.51.100.101で、アクセス側アドレスは 192.168.0.109です。
Device(config)# voice-phone-proxy first-pp
Device(config-phone-proxy)# capf-addr ipv4 198.51.100.101 acc-addr ipv4 192.168.0.109
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カードタイプ（T1-E1）
T1または E1カードタイプを設定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで
cardtypeコマンドを使用します。 SPA以外のプラットフォームでカードタイプを選択解除す
るには、このコマンドの no形式を使用します。このコマンドの no形式は、SPAプラット
フォームでは使用できません。

カードタイプ {t1 | e1}スロット[bay]
noカードタイプ {t1 | e1}スロット[bay]

チャネライズド T1/E1共有ポートアダプタ
カードタイプ {t1 | e1}スロットサブスロット

構文の説明 AMIまたはB8ZSコーディングを使用して、電話交換ネットワークを介した1.544
Mbpsの T1接続を指定します。

t1

ヨーロッパで主に使用され、2.048 Mbpsの速度でデータを伝送する広域デジタ
ル伝送方式を指定します。

e1

シャーシのスロット番号。

スロット情報については、適切なハードウェアマニュアルを参照してください。

SIPについては、プラットフォーム別のSPAハードウェアインストールガイド、
またはプラットフォーム固有の SPAソフトウェア設定ガイドの対応する「SIP
および SPAのスロットとサブスロットの識別」トピックを参照してください。

スロット

（オプション）スロット内のカードインターフェイスベイ番号（ルートスイッ

チプロセッサ [RSP]プラットフォームのみ）。このオプションは他のプラット
フォームでは使用できません。

bay

(チャネライズド T/E1共有ポートアダプタのみ) SPAがインストールされている
SPAインターフェイスプロセッサ (SIP)のセカンダリスロット番号。

サブスロット情報については、プラットフォーム固有の SPAハードウェアイン
ストールガイドと、プラットフォーム固有の SPAソフトウェアコンフィギュ
レーションガイドの対応する「SPAのインターフェイスアドレスの指定」ト
ピックを参照してください。

サブスロッ

ト

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.0(5)XE
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変更リリース

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(7)Tに統合されました。12.0(7)T

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.3 (1)に統合され、Cisco 2610XM、Cisco
2611XM、Cisco 2620XM、Cisco 2621XM、Cisco 2650XM、Cisco 2651XM、Cisco
2691、Cisco 3631、Cisco 3660、Cisco 3725、およびCisco 3745プラットフォーム
のサポートが追加されました。

12.3(1)

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.2Sに統合されました。12.2S

このコマンドは、Cisco 7600シリーズルータおよび Catalyst 6500シリーズス
イッチ上の SPAをサポートするために、Cisco IOS Release 12.2(18)SXEに統合さ
れました。

12.2(18)SXE

このコマンドは、Cisco 12000シリーズルータ上の SPAをサポートするために
Cisco IOSリリース 12.0(31)Sに統合されました。

12.0(31)S

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco NCS 4200シリーズに統合されました。XE 3.18SP

使用上のガイドライン このコマンドを使用して SPA以外のプラットフォームで行った変更は、 reloadコマンドを使
用するか、ルータを再起動しない限り有効になりません。

チャネライズド T1/E1共有ポートアダプタ

SPAを初めて挿入する場合、カードタイプはありません。ユーザは、個々のポートを設定す
る前にこのコマンドを設定する必要があります。

このコマンドの no形式は、SPAプラットフォームでは使用できません。 SPAプラットフォー
ム上の既存のカードタイプを変更するには、次の手順を実行します。

1. SPAをサブスロットから取り外します。

2. 設定を保存します。

3. ルーターを再起動します。

4. 新しい SPAをサブスロットに挿入します。

5. このコマンドを使用して新しいカードを構成します。

例 次の例では、ルータのスロット 1で T1データ伝送を設定します。

Router(config)# card type t1 1

次の例では、スロット 5、サブスロット 2に装着された 8ポートチャネライズドT1/E1
SPAのすべてのポートを T1モードに設定します。

Router(config)# card type t1 5 2
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関連コマンド 説明コマンド

T1または E1コントローラを設定し、コントローラコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

コントローラ

オペレーティングシステムを再ロードします。reload

コントローラのハードウェアに固有のコントローラの状態を

表示します

showcontroller

シリアルインターフェイスの種類やその他の情報を表示しま

す。

表示インターフェイスシリア

ル
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カードタイプ（T3-E3）
T3または E3カードタイプを設定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで
cardtypeコマンドを使用します。カードタイプを選択解除するには、このコマンドの no形式
を使用します。このコマンドの no形式は、Cisco 12000シリーズルータの 2ポートおよび 4
ポートクリアチャネル T3/E3 SPAではサポートされていません。

T3または E3コントローラー
カードタイプ {t3 | e3}スロット
noカードタイプ {t3 | e3}スロット

クリアチャネル T3/E3共有ポートアダプタ
カードタイプ {t3 | e3}スロットサブスロット
noカードタイプ {t3 | e3}スロットサブスロット

Cisco 12000シリーズルータの Clear Channel T3/E3共有ポートアダプタ
カードタイプ {t3 | e3}スロットサブスロット

構文の説明 B8ZSコーディングを使用して、ネットワーク経由で 44210 kbpsの T3接続を指
定します。

t3

ヨーロッパで主に使用され、34010 kbpsの速度でデータを伝送する広域デジタ
ル伝送方式を指定します。

e3

インターフェースのスロット番号。スロット

(クリアチャネル T3/E3共有ポートアダプタのみ) SPAがインストールされてい
る SIPのセカンダリスロット番号。

サブスロット情報については、プラットフォーム固有のSPAハードウェアイン
ストールガイドと、プラットフォーム固有の SPAソフトウェアコンフィギュ
レーションガイドの対応する「SPAのインターフェイスアドレスの指定」ト
ピックを参照してください。

サブスロッ

ト

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.1(1)T

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.2(11)YTに統合され、Cisco 2650XM、
Cisco 2651XM、Cisco 2691、Cisco 3660シリーズ、Cisco 3725、およびCisco 3745
ルータの各プラットフォームに実装されました。

12.2(11)YT
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変更リリース

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(15)Tに統合されました。12.2(15)T

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.3 (1)に統合され、Cisco 2610XM、Cisco
2611XM、Cisco 2620XM、Cisco 2621XM、Cisco 2650XM、Cisco 2651XM、Cisco
2691、Cisco 3631、Cisco 3660、Cisco 3725、およびCisco 3745プラットフォーム
のサポートが追加されました。

12.3(1)

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.2Sに統合されました。12.2S

このコマンドは、Cisco 7304ルータ上の SPAをサポートするためにCisco IOSリ
リース 12.2(25)S3に統合されました。

12.2(25)S3

このコマンドは、Cisco 7600シリーズルータおよび Catalyst 6500シリーズス
イッチ上の SPAをサポートするために、Cisco IOS Release 12.2(18)SXEに統合さ
れました。

12.2(18)SXE

このコマンドは、Cisco 12000シリーズルータ上の SPAをサポートするために
Cisco IOSリリース 12.0(31)Sに統合されました。

12.0(31)S

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

使用上のガイドライン 使用ガイドラインは、次のようにプラットフォームごとに若干異なります。

T3または E3コントローラー

カードタイプが発行されたら、 nocardtypeコマンドを入力し、次に別の cardtypeコマンドを
入力して新しいカードタイプを構成します。新しい設定を有効にするには、設定を NVRAM
に保存し、ルータを再起動する必要があります。

ルータが起動すると、ソフトウェアは新しいカードタイプを起動します。ソフトウェアは、

古いコントローラと古いインターフェイスに関連付けられた構成を拒否することに注意してく

ださい。新しいコントローラーとシリアルインターフェイスを構成して保存する必要があり

ます。

クリアチャネル T3/E3共有ポートアダプタ

すべての SPAポートを T3から E3に、またはその逆に変更するには、 nocardtypeコマンドを
入力し、次に別の cardtypeコマンドを入力して新しいカードタイプを設定します。

ルータが起動すると、ソフトウェアは新しいカードタイプを起動します。ソフトウェアは、

古いコントローラと古いインターフェイスに関連付けられた構成を拒否することに注意してく

ださい。新しいコントローラーとシリアルインターフェイスを構成して保存する必要があり

ます。

Cisco 12000シリーズルータの Clear Channel T3/E3共有ポートアダプタ

このコマンドの no形式は、Cisco 12000シリーズルータの 2ポートおよび 4ポートクリアチャ
ネル T3/E3 SPAでは使用できません。 Cisco 12000シリーズルータ上の既存のカードタイプを
変更するには、次の手順を実行します。
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1. SPAをサブスロットから取り外します。

2. 設定を保存します。

3. ルーターを再起動します。

4. 新しい SPAをサブスロットに挿入します。

5. このコマンドを使用して新しいカードを構成します。

例 次の例は、スロット 1に設定された T3データ伝送を示しています。

Router(config)# card type t3 1

次の例では、スロット 5、サブスロット 2に装着された 2ポートおよび 4ポートクリ
アチャネル T3/E3 SPAのすべてのポートを T3モードに設定します。

Router(config)# card type t3 5 2

関連コマンド 説明コマンド

T3またはE3コントローラを設定し、コントローラコンフィギュレーショ
ンモードを開始します。

コントローラ

オペレーティングシステムを再ロードします。リロード

シリアルインターフェイスの種類やその他の情報を表示します。showinterfaceserial
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キャリア ID（ダイヤルピア）
ダイヤルピアでVoIPコールに関連付けられたキャリアを指定するには、ダイヤルピア設定モー
ドで carrier-idコマンドを使用します。送信元キャリア IDを削除するには、このコマンドの
no形式を使用します。

carrier-id {source | target}name

noキャリア ID {ソース |ターゲット}name

構文の説明 ダイヤルピアが着信ダイヤルピアのマッチングのキーとして使用するキャリアを

示します。

ソース

ダイヤルピアが発信ダイヤルピアのマッチングのキーとして使用するキャリアを

示します。

ターゲッ

ト

通話に使用するキャリアの IDを指定します。有効なキャリア IDには、最大 127
文字の英数字が含まれます。

名前

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
ダイヤルピア構成 (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン 終端ゲートウェイの Gatekeeper Transaction Message Protocol (GKTMP)ルートサーバベースの
アプリケーションは、ソースキャリア IDを使用して、一般電話サービス (POTS)回線経由で
通話をルーティングするターゲットキャリアを選択します。

終端ゲートウェイは、ターゲットキャリア IDを使用して、POTS回線経由で通話をルーティ
ングするためのダイヤルピアを選択します。

IP間通話の場合、 carrier-idコマンドだけでは発信ダイヤルピア一致基準にはなりません。

例 次の例は、ダイヤルピア 112が終端ゲートウェイでの発信ダイヤルピアのマッチング
にキャリア ID「east17」を使用する必要があることを示しています。

Router(config)# dial-peer voice 112 pots
Router(config-dial-peer)# carrier-id target east17

次の例は、ダイヤルピア 111が終端ゲートウェイでの着信ダイヤルピアのマッチング
にキャリア ID「beta23」を使用する必要があることを示しています。
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Router(config)# dial-peer voice 111 voip
Router(config-dial-peer)# carrier-id source beta23

関連コマンド 説明コマンド

変換プロファイルをダイヤルピアに関連付けます。変換プロファイル(ダイヤルピア)

トランクグループラベルルーティングのために、トランク

グループをソース IPグループまたはダイヤルピアに割り当
てます。

トランクグループ(ダイヤルピア)
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キャリア ID（グローバル）
ローカルキャリア IDが設定されていない場合にトランクグループのキャリア IDを設定する
には、グローバルコンフィギュレーションモードで carrier-idコマンドを使用します。キャ
リア IDを無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

キャリア IDname[cic]
noキャリア IDname[cic]

構文の説明 キャリア IDの識別子。 TRIPキャリアファミリとして宣伝するには 4桁の数字のキャリ
ア識別コードである必要がありますが、それ以外の場合は英数字を使用できます。

名

前

(オプション)キャリア IDが回線識別コード (CIC)であることを指定します。cic

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(1)

使用上のガイドライン キャリアを TRIPキャリアファミリとしてアドバタイズするには、 cicキーワードを使用する
必要があります。 cicキーワードを使用する場合、name値には数値のみが受け入れられます。
cicキーワードが使用されていない場合、nameの値は英数字にすることができますが、TRIPロ
ケーションサーバにアドバタイズされません。

例 次の例は、回線識別コードを使用したキャリア IDを示しています。

Router(config)# carrier-id 1234 cic

関連コマンド 説明コマンド

トランクグループ上でキャリア IDをローカルに設定します。carrier-id（トランクグループ）
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carrier-id（トランクグループ）
トランクグループに関連付けられたキャリアを指定するには、トランクグループ設定モード

で carrier-idコマンドを使用します。送信元キャリア IDを削除するには、このコマンドの no
形式を使用します。

キャリア IDname[cic]
noキャリア IDname[cic]

構文の説明 通話に使用するキャリアの ID。有効なキャリア IDには、最大 127文字の英数字が含ま
れます。

TRIPキャリアファミリとしてアドバタイズするには、これを 4桁の数値キャリア識別
コードに設定する必要があります。

名

前

(オプション)キャリア IDが回線識別コードであることを指定します。cic

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
トランクグループ設定 (config-trunkgroup)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.2(11)T

cicキーワードが追加されました。12.3(1)

使用上のガイドライン ネットワークでは、通話は着信トランクグループと発信トランクグループを介してルーティ

ングされます。 name引数は、特定のトランクグループの通話を処理するキャリアを識別しま
す。場合によっては、同じトランクグループを使用して着信通話と発信通話の両方を伝送する

ことがあります。

トランクグループでローカルに設定されたキャリア IDは、グローバルに設定されたキャリア
IDに優先します。

キャリアを TRIPキャリアファミリとしてアドバタイズするには、 cicキーワードを使用する
必要があります。 cicが使用される場合、name値には数値のみを使用できます。 cicが使用さ
れていない場合、nameの値は英数字にすることができますが、TRIPロケーションサーバにア
ドバタイズされません。

例 次の例は、キャリア「alpha1」がトランクグループ 5の通話を伝送することを示して
います。
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Router(config)# trunk group 5
Router(config-trunk-group)# carrier-id alpha1

次の例は、回線識別コード 1234を持つキャリアがトランクグループ 101の通話を伝
送することを示しています。このトランクグループは TRIPアドバタイズメントを伝
送できます。

Router(config)# trunk group 101
Router(config-trunk-group)# carrier-id 1234 cic

関連コマンド 説明コマンド

すべてのトランクグループのキャリア IDをグローバ
ルに設定します。

キャリア ID(グローバル)

変換プロファイルをトランクグループに関連付けま

す。

translation-profile（トランクグルー
プ）

トランクグループの定義を開始します。trunkgroup
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キャリア ID（音声ソースグループ）
VoIPコールに関連付けられたキャリアを指定するには、音声ソースグループ設定モードで
carrier-idコマンドを使用します。送信元キャリア IDを削除するには、このコマンドの no形
式を使用します。

carrier-id {source | target}name

nocarrier-id {ソース |ターゲット}name

構文の説明 終端ゲートウェイでの着信 VoIP通話に関連付けられたキャリア IDを示します。ソース

発信ダイヤルピアを一致させるために終端ゲートウェイが使用するキャリア IDを
示します。

ターゲッ

ト

通話に使用するキャリアの ID。有効なキャリア IDには、最大 127文字の英数字
が含まれます。

名前

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
音声ソースグループの設定 (cfg-source-grp)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン 終端ゲートウェイのGatekeeper Transaction Message Protocol (GKTMP)サーバアプリケーション
は、ソースキャリア IDを使用して、一般電話サービス (POTS)回線経由で通話をルーティン
グするターゲットキャリアを選択します。終端ゲートウェイは、ターゲットキャリア IDを
使用して、POTS回線経由で通話をルーティングするためのダイヤルピアを選択します。

着信H.323VoIP通話がターゲットキャリア IDを持つソース IPグループと一致する場合、ソー
ス IPグループのターゲットキャリア IDが VoIP通話の H.323セットアップメッセージを上書
きします。

（注）

例 次の例は、音声ソース IPグループ「group1」が着信 VoIPコールに「source3」という
名前のキャリア IDを使用し、終端ゲートウェイでの発信ダイヤルピアマッチングに
「target17」という名前のキャリア IDを使用する必要があることを示しています。

Router(config)# voice source-group group1

caller-id (dial peer) through ccm-manager switchover-to-backup
47

caller-id (dial peer) through ccm-manager switchover-to-backup

キャリア ID（音声ソースグループ）



Router(cfg-source-grp)# carrier-id source source3
Router(cfg-source-grp)# carrier-id target target17

関連コマンド 説明コマンド

送信元 IPグループの定義を開始します。音声ソースグルー

プ
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原因コード
以前の非標準 H.323または Session Initiation Protocol（SIP）原因コードを使用して内部障害を
表すには、音声サービス VoIP設定モードで cause-codeコマンドを使用します。標準の原因
コードカテゴリを使用するには、このコマンドの no形式を使用します。

原因コードlegacy
no原因コードlegacy

構文の説明 内部原因コードを、以前の非標準の H.323および SIP値のセットに設定します。legacy

コマンドデフォルト SIPおよびH.323のデフォルトでは標準の原因コードカテゴリが使用されるため、このコマン
ドは無効になっています。

コマンドモード
音声サービス VoIP構成 (config-voi-srv)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン このコマンドは下位互換性の目的で使用されます。

例 次の例では、下位互換性のために、内部原因コードを以前の非標準のSIPおよびH.323
値のセットに設定します。

Router(config)# voice service voip
Router(config-voi-srv)# cause-code legacy

関連コマンド 説明コマンド

音声通話の通話履歴テーブルを表示します。showcallhistoryvoice
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cbarge
アイドル状態の電話機がオフフックすることで Foreign Exchange Station（FXS）ポートの共有
回線上のアクティブな通話に参加できるようにするには、補足サービス音声ポート設定モード

で cbargeコマンドを使用します。コマンドのデフォルトに戻すには、このコマンドのno形式
を使用します。

cbarge
nocbarge

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト cBargeは無効になっており、アイドル状態の電話機は共有回線上のアクティブな通話に参加で
きません。

コマンドモード
補足サービス音声ポートコンフィギュレーションモード (config-stcapp-suppl-serv-port)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.1(3)T

使用上のガイドライン cbargeコマンドを使用すると、同じ FXSポートに接続されているアイドル状態の IP電話また
はアナログ電話が、オフフックになって共有回線上のアクティブな通話に自動的に参加できる

ようになります。

hold-resumeコマンドは、cbargeコマンドを設定する前に各ポートで設定する必要があります。

アクティブな通話に参加できるアナログ電話は 1台のみです。

例 次の例は、Cisco VG224のポート 2/2、2/3、および 2/4でアイドル状態の電話機がアク
ティブな通話に参加できるようにする方法を示しています。

Router(config)# stcapp supplementary-services
Router(config-stcapp-suppl-serv)# port 2/2
Router(config-stcapp-suppl-serv-port)# hold-resume
Router(config-stcapp-suppl-serv-port)# cbarge
Router(config-stcapp-suppl-serv)# port 2/3
Router(config-stcapp-suppl-serv-port)# hold-resume
Router(config-stcapp-suppl-serv-port)# cbarge
Router(config-stcapp-suppl-serv)# port 2/4
Router(config-stcapp-suppl-serv-port)# hold-resume
Router(config-stcapp-suppl-serv-port)# cbarge
Router(config-stcapp-suppl-serv-port)# end
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関連コマンド 説明コマンド

フックフラッシュを使用して STCAPP補足サービス機能をオン/
オフにします。

保留-再開

補足サービスコンフィギュレーションモードを開始して、FXS
ポートに STCAPP補足サービス機能を設定します。

stcappsupplementary-services
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ccm-managerアプリケーションの冗長リンクポート
冗長リンクアプリケーションのポート番号を設定するには、グローバルコンフィギュレーショ

ンモードで ccm-managerapplicationredundant-linkportコマンドを使用します。設定を無効に
するには、このコマンドの no形式を使用します。

ccm-managerapplication冗長リンクportnumber

noccm-managerapplication冗長リンクport

構文の説明 トランスポートプロトコルのポート番号。プロトコルは、User Data Protocol
（UDP）、Reliable User Datagram Protocol（RDUP）、または TCPです。範囲は 0
～ 65535で、指定する値は 1023などの既知の予約済みポート番号であってはなり
ません。デフォルトは 2428です。

portnumber

コマンドデフォルト ポート番号: 2428

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco CallManagerバージョン 3.0および Cisco Voice Gateway 200
(VG200)で導入されました。

12.1(3)T

このコマンドは、Cisco 2600シリーズおよび Cisco 3600シリーズに実装されまし
た。

12.2(2)XA

このコマンドは Cisco IOSリリース 12.2(4)Tに統合されました。12.2(4)T

使用上のガイドライン このコマンドは、デフォルト以外のアプリケーション固有のポートを定義する場合にのみ使用

してください。

例 次の例では、冗長リンクアプリケーションのポート番号は 2429です。

ccm-manager application redundant-link port 2429

関連コマンド 説明コマンド

最大 2台のバックアップCisco CallManagerの IPアドレスまたはDNS
名を設定します。

ccm-manager冗長ホス
ト
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説明コマンド

バックアップ Cisco CallManagerの使用中にプライマリ Cisco
CallManagerが再び使用可能になった場合にプライマリ Cisco
CallManagerをいつ使用するかを決定するスイッチバックモードを設
定します。

ccm-managerswitchback
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ccm-manager config
Media Gateway Control Protocol（MGCP）ゲートウェイが Cisco Unified Communications Manager
（Cisco UCM）の Extensible Markup Language（XML）設定ファイルをダウンロードする TFTP
サーバを指定し、設定のダウンロードを有効にするには、グローバルコンフィギュレーション

モードで ccm-managerconfigコマンドを使用します。ダイヤルピアとサーバの設定を無効にす
るには、このコマンドの no形式を使用します。

ccm-managerconfig[dialpeer-prefixプレフィックス | server {ip-addressname}]
noccm-manager設定[ダイヤルピアプレフィックスプレフィックス | server]

構文の説明 (オプション)自動生成されたダイヤルピアに使用するプレフィックスを
指定します。範囲は 1～ 2147483647です。デフォルトは 999です。

（注）

ダイヤルピアプレフィックスを手動で追加する場合は、デフォルト以外

のプレフィックス番号を選択します。

dialpeer-prefixprefix

(オプション) XML構成ファイルをダウンロードする TFTPサーバの IPア
ドレスまたは論理名を指定します。

引数は次のとおりです。

• ip-address--ローカルMGCP音声ゲートウェイに XML設定ファイル
をダウンロードする TFTPサーバの IPアドレス。

• name--ローカルMGCP音声ゲートウェイにXML設定ファイルをダウ
ンロードする TFTPサーバの論理 (シンボリック)名。

サーバ {IPアドレ

ス |名前}

コマンドデフォルト 構成ダウンロード機能は無効になっています。

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および Cisco VG200
に導入および実装されました。

12.2(2)XN

このコマンドは Cisco IOSリリース 12.2(11)Tに統合され、Cisco IAD2420シリーズ
に実装されました。

12.2(11)T

使用上のガイドライン Cisco UCM XML設定ファイルのダウンロードを有効にするには、 ccm-managerconfigコマン
ドが必要です。MGCPダイヤルピアと H.323ダイヤルピアを異なるダイヤルピアタグで分け
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る場合は、MGCPダイヤルピアがH.323ダイヤルピアの前に設定されていることを確認してく
ださい。 E1 PRIダイヤルピアには、ダイレクトインワードダイヤル (DID)が必要です。

Cisco UCMがゲートウェイに設定をダウンロードするときに、手動で追加されたダイヤルピ
アが実行中の設定から削除されないようにするには、デフォルト（999）以外のダイヤルピア
プレフィックス値を使用します。

（注）

自動ダウンロードプロセスによって作成されたPOTSダイヤルピアを削除しないでください。
ただし、ダイヤルピアが削除されている場合は、次のコマンドを入力して設定ファイルのダウ

ンロードを繰り返すことで、削除したダイヤルピアを復元できます。

no mgcp
no ccm-manager config
ccm-manager config
mgcp

これらのコマンドを入力した後、 showccm-managerconfig-downloadコマンドを使用して、指
定したインターフェイス経由で TFTPサーバからダウンロードされた設定ファイルを表示しま
す。出力の例を次に示します。

Loading sample.cnf.xml from 9.13.22.100 (via GigabitEthernet0/0): !
[OK - 12759 bytes]

例 次の例は、構成ファイルの自動ダウンロードを有効にする方法を示しています。

ccm-manager config

次の例では、設定ファイルをダウンロードする TFTPサーバの IPアドレスが識別され
ます。

ccm-manager config server 10.10.0.21

関連コマンド 説明コマンド

Cisco UCMからゲートウェイへの設定のダウンロード
中にダイアログを表示します。

デバッグccm-managerconfig-download

Cisco UCM設定が有効かどうかを表示します。showccm-managerconfig-download
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ccm-manager download-tones
ゲートウェイの登録時に TFTPサーバからカスタムトーン情報を含む XML設定ファイルをダ
ウンロードするように Cisco IOSゲートウェイを設定するには、グローバルコンフィギュレー
ションモードで ccm-managerdownload-tonesコマンドを使用します。この機能を無効にする
には、このコマンドの no形式を使用します。

ccmマネージャーdownload-tones
noccmマネージャーdownload-tones

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト Cisco CallManagerダウンロードトーンが無効になっています。

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(15)ZJ

このコマンドがCisco IOSRelease 12.3(4)Tに統合されました。12.3(4)T

例 次の例は、TFTPサーバからカスタムトーン情報を含む XML設定ファイルをダウン
ロードするように設定されている Cisco IOSゲートウェイを示しています。

Router(config)# ccm-manager download-tones

関連コマンド 説明コマンド

地域の音声インターフェイス関連のトーン、呼び出し音、周期の設定

を指定します。

cptone

Cisco CallManagerのデバッグを表示します。デバッグ
ccm-manager

Cisco CallManagerサーバのリストと、それらの現在の状況と可用性を
表示します。

showccm-manager
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ccm-managerフォールバック-mgcp
ゲートウェイフォールバック機能を有効にし、Cisco CallManagerが使用できない場合にMedia
Gateway Control Protocol（MGCP）音声ゲートウェイがコール処理サービスを提供できるよう
にするには、グローバルコンフィギュレーションモードで ccm-managerfallback-mgcpコマン
ドを使用します。MGCP音声ゲートウェイでのフォールバックを無効にするには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

ccm-managerfallback-mgcp
noccm-managerfallback-mgcp

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト ゲートウェイフォールバック機能が有効になっています

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および Cisco VG200
で導入されました。

12.2(2)XN

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.2(11)Tおよび Cisco CallManagerバージョ
ン 3.2に統合され、Cisco IAD2420シリーズに実装されました。

12.2(11)T

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.2(15)ZJに統合されました。12.2(15)ZJ

このコマンドは、Cisco26xxXM、Cisco2691、Cisco3640、Cisco3640A、Cisco3660、
および Cisco 37xxに実装されました。

12.3(2)T

使用上のガイドライン このコマンドにより、ゲートウェイとすべてのCiscoCallManagerサーバ間の接続が失われた場
合に、ゲートウェイはフォールバックしてコール処理サービスを提供します。モードとタイミ

ングはデフォルトで設定されています。

例 次の例では、フォールバックを有効にします。

Router(config)# ccm-manager fallback-mgcp

関連コマンド 目的関連コマンド

ローカルMGCP音声ゲートウェイに、XML設定ファイルを
ダウンロードする TFTPサーバの IPアドレスまたは論理名を
提供し、設定のダウンロードを有効にします。

ccm-manager設定
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目的関連コマンド

Cisco CallManagerに関するデバッグ情報を表示します。デバッグccm-manager

MGCPゲートウェイフォールバック機能のステータスを表示
します。

showccm-managerfallback-mgcp
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ccm-managerファックスプロトコル
ゲートウェイ上のエンドポイントに対して FAXリレープロトコルを有効にするには、グロー
バルコンフィギュレーションモードで ccm-managerfaxprotocolコマンドを使用します。 FAX
リレープロトコルを無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

ccmマネージャーファクスプロトコルシスコ
noccmマネージャーファクスプロトコルシスコ

構文の説明 Cisco独自の FAXリレープロトコル。これが唯一の選択肢です。cisco

コマンドデフォルト Cisco独自の FAXリレープロトコルはデフォルトで有効になっています。

コマンドデフォルト FAXリレーが有効になっています。

コマンドモード
グローバル構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.2(9)T

使用上のガイドライン FAXリレーを無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

FAXリレーはデフォルトで有効になっているため、 showrunning-configコマンドでは、FAX
リレーが有効になっていることが明示的に表示されません。

Fax over IPにより、従来のアナログファックス機と IPテレフォニーネットワークとの相互運
用が可能になります。元の形式では、ファックスデータはデジタルです。従来の公衆交換電

話網 (PSTN)を介した送信の場合、アナログ形式に変換されます。 IP (パケット)ネットワーク
経由で送信する場合は、デジタル形式に再変換され、送信先のファックス機で再びアナログ形

式に変換されます。

ほとんどの Cisco音声ゲートウェイは、IPネットワーク経由で FAXトラフィックを送信する
2つの方法をサポートしています。

• Ciscoファックスリレー -ゲートウェイは T.30ファックスシグナリングを終了します。こ
れが推奨される方法です。

• FAXパススルー -ゲートウェイは FAX通話と音声通話を区別しません。すべての Cisco
音声ゲートウェイは FAXパススルーをサポートしています。

例 次の例では、Cisco FAXリレー用のMediaGatewayControl Protocol（MGCP）ゲートウェ
イを設定します。
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Router(config)# ccm-manager fax protocol cisco
Router(config)# mgcp fax t38 inhibit

次の例では、FAXパススルー用にMGCPゲートウェイを設定します。

Router(config)# ccm-manager fax protocol cisco
Router(config)# mgcp modem passthrough voip mode nse
Router(config)# mgcp modem passthrough voip codec g711ulaw

関連コマンド 説明コマンド

Cisco CallManagerのデバッグを表示します。デバッグ
ccm-manager

Cisco CallManagerサーバのリストと、それらの現在の状況と可用性を
表示します。

showccm-manager

現在実行中の構成ファイルの内容を表示します。showrunning-config
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ccm-manager mgcp
ゲートウェイがMediaGatewayControl Protocol（MGCP）を介してCiscoCallManagerと通信し、
冗長制御エージェントサービスを提供できるようにするには、グローバルコンフィギュレー

ションモードで ccm-managermgcpコマンドを使用します。Cisco CallManagerおよび冗長制御
エージェントサービスとの通信を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

ccm-managermgcp[codec-all]
noccm-managermgcp[codec-all]

構文の説明 (オプション) Cisco CallManagerのゲートウェイ上のすべてのコーデックを
有効にします。

コーデックすべ

て

コマンドデフォルト Cisco CallManagerはMGCP経由でゲートウェイと通信しません。

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco VG200の Cisco CallManagerバージョン 3.0で導入されま
した。

12.1(3)T

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.2(2)XAに統合され、Cisco 2600シリーズ
および Cisco 3600シリーズに実装されました。

12.2(2)XA

拡張MGCP音声ゲートウェイ相互運用性のサポートが、Cisco 2600シリーズ、
3600シリーズ、および Cisco VG200用の Cisco CallManagerバージョン 3.1に追加
されました。

12.2(2)XN

このコマンドは Cisco IOSリリース 12.2(4)Tに統合されました。12.2(4)T

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.2(11)Tおよび Cisco CallManagerバージョ
ン 3.2に統合され、Cisco IAD2420シリーズルータに実装されました。

12.2(11)T

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.2(11)YUに統合され、Cisco 1760ゲート
ウェイに実装されました。

12.2(11)YU

このコマンドはCisco IOS Release 15.0(1)Mより前のリリースで変更されました。
codec-allキーワードが追加されました。

15.0(1)M

使用上のガイドライン このコマンドにより、ゲートウェイはMGCPを介して Cisco CallManagerと通信できるように
なります。このコマンドは、バックアップ Cisco CallManagerサーバが利用可能な場合に、制
御エージェントの冗長性も有効にします。
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例 次の例では、MGCP内で Cisco CallManagerと冗長性のサポートが有効になっていま
す。

Router# configure terminal
Router(config)# ccm-manager mgcp

関連コマンド 説明コマンド

最大 2台のバックアップ Cisco CallManagerの IPアドレスまたは
DNS名を設定します。

ccm-managerredundant-host

バックアップ Cisco CallManagerの使用中にプライマリ Cisco
CallManagerが再び使用可能になった場合にプライマリ Cisco
CallManagerをいつ使用するかを決定するスイッチバックモード
を設定します。

ccm-managerswitchback

メディアゲートウェイコントロールプロトコルモードを有効に

します。

mgcp
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ccm-manager保留音
音声ゲートウェイでマルチキャスト保留音（MOH）機能を有効にするには、グローバルコン
フィギュレーションモードで ccm-managermusic-on-holdコマンドを使用します。MOH機能
を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

ccm-manager保留音
noccm-manager保留音

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト Disabled

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および Cisco VG200
で導入されました。

12.2(2)XN

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.2(11)Tおよび Cisco CallManagerバージョ
ン 3.2に統合され、Cisco IAD 2420シリーズルータに実装されました。

12.2(11)T

例 次の例は、MGCP音声ゲートウェイ用に設定されたマルチキャストMOHを示してい
ます。

mgcp call-agent 10.0.0.21 2427 service-type mgcp version 0.1
mgcp dtmf-relay voip codec all mode out-of-band
mgcp rtp unreachable timeout 1000
mgcp modem passthrough voip mode cisco
mgcp package-capability rtp-package
mgcp package-capability sst-package
no mgcp timer receive-rtcp
call rsvp-sync
!
ccm-manager redundant-host 10.0.0.21
ccm-manager mgcp
ccm-manager music-on-hold
ccm-manager config server 10.0.0.21
!

関連コマンド 説明コマンド

音声ゲートウェイでマルチキャストMOH機能を有効化しま
す。

ccm-managermusic-on-holdbind

MOHのデバッグ情報を表示します。debugccm-managermusic-on-hold
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説明コマンド

MOH情報を表示します。showccm-managermusic-on-hold
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ccm-manager music-on-hold bind
マルチキャスト保留音（MOH）機能をインターフェイスタイプにバインドするには、グロー
バルコンフィギュレーションモードで ccm-managermusic-on-hold bindコマンドを使用しま
す。インターフェイスタイプでMOH機能のバインドを解除するには、このコマンドの no形
式を使用します。

ccm-manager music-on-hold bindタイプスロット/ポート

no ccm-manager music-on-hold bindタイプスロット/ポート

構文の説明 MOH機能がバインドされるインターフェイスタイプ。オプションは次のとお
りです。

• async--非同期インターフェース

• bvi--ブリッジグループ仮想インターフェース

• ctunnel-- CTunnelインターフェース

• dialer--ダイヤラインターフェイス

•イーサネット - IEEE 802.3

• lex-- Lexインターフェース

• loopback--ループバックインターフェース

• mfr--マルチリンクフレームリレーバンドルインターフェース

• multilink--マルクリンクインターフェイス

• null--ヌルインターフェース

• serial--シリアルインターフェイス

•トンネル--トンネルインターフェース

• vif-- PGMマルチキャストホストインターフェース

• virtual-FrameRelay--仮想フレームリレーインターフェイス

• virtual-Template--仮想テンプレートインターフェイス

• virtual-TokenRing--稼動トークンリング

タイプ

設定されているスロットの番号。スロットおよびポートの情報については、適

切なハードウェアマニュアルを参照してください。

スロット/
ポート

コマンドデフォルト このコマンドはデフォルトで無効になっているため、MOH機能はインターフェイスタイプに
バインドされません。
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コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン ccm-managermusic-on-hold bindコマンドを使用して、マルチキャスト保留音（MOH）機能を
インターフェイスタイプにバインドします。マルチキャストMOHバインドの動的構成はサ
ポートされていません。

例 次の例は、シリアルインターフェイス 0/0にバインドされたマルチキャストMOHを
示しています。

ccm-manager music-on-hold bind serial 0/0

関連コマンド 説明コマンド

MOH機能を有効にします。ccm-managermusic-on-hold

MOHのデバッグ情報を表示します。debugccm-managermusic-on-hold

MOH情報を表示します。showccm-managermusic-on-hold

caller-id (dial peer) through ccm-manager switchover-to-backup
66

caller-id (dial peer) through ccm-manager switchover-to-backup
ccm-manager music-on-hold bind



ccm-manager冗長ホスト
1台または 2台のバックアップ Cisco CallManagerサーバの IPアドレスまたはドメインネーム
システム（DNS）名を設定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで
ccm-managerredundant-hostコマンドを使用します。バックアップCiscoCallManagerサーバを
コールエージェントとして使用することを無効にするには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

ccmマネージャー冗長ホスト {ip-addressDNS名}[ip-addressDNS名]
noccmマネージャー冗長ホスト {ip-addressDNS名}[ip-addressDNS名]

構文の説明 バックアップCisco CallManagerサーバの IPアドレス。ip-address

バックアップ Cisco CallManagerサーバの DNS名。dns-name

コマンドデフォルト バックアップ Cisco CallManagerを設定しないと、冗長性は無効になります。

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco Voice Gateway 200 (VG200)上の Cisco CallManagerバージョ
ン 3.0で導入されました。

12.1(3)T

このコマンドは、Cisco 2600シリーズおよび Cisco 3600シリーズに実装されまし
た。 dns-name引数が追加されました。

12.2(2)XA

このコマンドは Cisco IOSリリース 12.2(4)Tに統合されました。12.2(4)T

拡張MGCP音声ゲートウェイ相互運用性のサポートが、Cisco2600シリーズ、3600
シリーズ、およびCisco VG200用のCisco CallManagerバージョン 3.1に追加されま
した。

12.2(2)XN

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.2(11)Tおよび Cisco CallManagerバージョ
ン 3.2に統合され、Cisco IAD2420シリーズルータに実装されました。

12.2(11)T

使用上のガイドライン IPアドレスまたは DNS名のリストは、順序付けられ、優先順位が付けられたリストです。
mgcpcall-agentコマンドで定義されたCisco CallManagerサーバは、最も高い優先順位を持ち、
プライマリ Cisco CallManagerサーバになります。ゲートウェイは、このリストに表示される
順序に基づいて Cisco CallManagerサーバを選択します。

例 次の例では、IPアドレス 10.0.0.50がバックアップCiscoCallManagerとして設定されて
います。
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ccm-manager redundant-host 10.0.0.50

関連コマンド 説明コマンド

冗長リンクアプリケーションのポート番号を設定します。ccm-managerアプリケーション

バックアップ Cisco CallManagerの使用中にプライマリ Cisco
CallManagerが再び使用可能になった場合にプライマリ Cisco
CallManagerをいつ使用するかを決定するスイッチバックモー
ドを設定します。

ccm-managerスイッチバック

Cisco 2600シリーズルータまたは Cisco 3600シリーズルータ
をバックアップ Cisco CallManagerサーバに（手動で即時に）
リダイレクトします。

ccm-managerバックアップへの
切り替え

CiscoCallManagerサーバを最高の優先順位として定義します。mgcpcall-agent

caller-id (dial peer) through ccm-manager switchover-to-backup
68

caller-id (dial peer) through ccm-manager switchover-to-backup

ccm-manager冗長ホスト



ccm-manager sccp
Cisco IOSゲートウェイの Cisco CallManager自動設定を有効にするには、グローバルコンフィ
ギュレーションモードで ccmmanagersccpコマンドを使用します。自動設定を無効にするに
は、このコマンドの no形式を使用します。

ccm-managerSCCP
noccm-managerSCCP

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト 自動構成は無効です。

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(14)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、拡張マークアップ言語 (XML)構成ファイルのTFTPダウンロードを
トリガーします。このコマンドを発行すると、ダウンロードがすぐに開始され、ゲートウェイ

に接続されたテレフォニーエンドポイントの Cisco CallManager制御を有効にするアプリケー
ションである Skinny Client Control Protocol（SCCP）および SCCP Telephony Control Application
（STCAPP）も有効になります。

例 次の例では、ゲートウェイに接続されたエンドポイントの自動構成を有効にします。

Router(config)# ccm-manager sccp

関連コマンド 説明コマンド

Cisco IOSゲートウェイが Cisco CallManager XML設定ファ
イルをダウンロードする TFTPサーバを指定します。

ccm-managerconfig

Cisco CallManager登録用の SCCPアプリケーションで使用
するローカルインターフェイスを選択します。

ccm-managersccplocal

Cisco IOSゲートウェイ設定のダウンロードのステータスに
関する情報を表示します。

showccm-managerconfig-download
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ccm-manager sccpローカル
Skinny Client Control Protocol（SCCP）アプリケーションがCisco CallManagerに登録するために
使用するローカルインターフェイスを選択するには、グローバルコンフィギュレーションモー

ドで ccm-managersccplocalコマンドを使用します。インターフェイスの選択を解除するには、
このコマンドの no形式を使用します。

ccm-managerSCCPローカルinterface-typeインターフェース番号

noccm-managerSCCPローカルインターフェース型インターフェース番号

構文の説明 SCCPアプリケーションが Cisco CallManager登録に使用するインター
フェイスタイプ。

インターフェース型

SCCPアプリケーションが Cisco CallManager登録に使用するインター
フェイス番号。

インターフェース番号

コマンドデフォルト ローカルインターフェイスが選択されていません。

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(14)T

使用上のガイドライン CiscoCallManager自動設定プロセスを有効にする前に、このインターフェイスを指定する必要
があります。このインターフェースのMACアドレスは、ゲートウェイのエンドポイントを識
別するために使用されます。

例 次の例では、Cisco CallManager登録用の SCCPアプリケーションで使用するための
FastEthernetインターフェイスを設定します。

Router(config)# ccm-manager sccp local fastethernet 0/0

関連コマンド 説明コマンド

Cisco CallManagerサーバのリストと、それらの現在の状況と可用性を表示
します。

showccm-manager
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ccm-manager shut-backhaul-interfaces
Cisco Call ManagerとMGCPゲートウェイ間の通信が切断されたときに、Cisco Call Manager
Media Gateway Control Protocol（MGCP）PRIまたは BRIバックホールトランクの ISDNレイヤ
2接続を無効化するには、グローバル設定モードで ccm-managershut-backhaul-interfacesコマ
ンドを使用します。MGCPゲートウェイと Cisco Call Manager間に接続が存在しない場合で
も、MGCPゲートウェイと ISDNスイッチ間で ISDNレイヤ 2が維持されるデフォルトの動作
を復元するには、このコマンドの no形式を使用します。

ccm-managershut-backhaul-interfaces
noccm-managershut-backhaul-interfaces

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作では、MGCPゲートウェイと Cisco Call Managerとの間に接続が存在しない
場合でも、MGCPゲートウェイと ISDNスイッチ間の ISDNレイヤ2接続が維持されます（Cisco
Call Manager MGCP PRIまたは BRIバックホールが機能し続けるようにするため）。

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.4(8)

このコマンドが Cisco IOS Release 12.4(9)Tに統合されました。12.4(9)T

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.4(3f)に統合されました。12.4(3f)

このコマンドは、Cisco IOSリリース12.4(5c)に統合されました。12.4(5c)

このコマンドは、Cisco IOSリリース12.4(7c)に統合されました。12.4(7c)

このコマンドが Cisco IOS Release 12.4(4)T5に統合されました。12.4(4)T5

このコマンドが Cisco IOS Release 12.4(6)T4に統合されました。12.4(6)T4

使用上のガイドライン このコマンドは、Cisco Call Manager MGCP PRIまたは BRIバックホール用に設定された Cisco
IOS音声ルータで使用します。

ccm-managershut-backhaul-interfacesコマンドが導入される前は、Cisco Call ManagerとMGCP
ゲートウェイ間のレイヤ3Q.931バックホール接続が利用できない場合でも、CiscoCallManager
MGCP PRIまたは BRIバックホールトランクは、MGCPゲートウェイと ISDNスイッチ間の
ISDNレイヤ 2接続をMULTIPLE_FRAMES_ESTABLISHED状態で維持していました。この場
合、ISDNスイッチは PRIまたは BRIトランクがアクティブであると解釈し、すべての通話が
失敗してもMGCPゲートウェイへの通話を継続するため、問題が発生します。
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ccm-managershut-backhaul-interfacesコマンドを入力すると、Cisco Call ManagerとMGCPゲー
トウェイ間の接続が利用できない場合にレイヤ 2が無効になります。

例 次の例では、Cisco Call ManagerとMGCPゲートウェイ間の通信が失われたときに、
Cisco Call Manager MGCP PRIまたは BRIバックホールトランク上の ISDNレイヤ 2接
続を無効にします。

ccm-manager shut-backhaul-interfaces

次の例では、MGCPゲートウェイとCiscoCallManagerとの間に接続が存在しない場合
でも、MGCPゲートウェイと ISDNスイッチ間の ISDNレイヤ 2接続が維持されるよ
うに、ccm-managershut-backhaul-interfacesコマンドの機能が無効化されているデフォ
ルトの動作を復元します。

no ccm-manager mgcp
no ccm-manager shut-backhaul-interfaces
ccm-manager mgcp

関連コマンド 説明コマンド

ゲートウェイがMGCPを介してCiscoCallManagerと通信し、冗長制御エー
ジェントサービスを提供できるようにします。

ccm-managermgcp
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ccm-manager shut-interfaces-tftp-fails
ゲートウェイがポートをシャットダウンする前に許可される TFTPダウンロード失敗回数を設
定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで ccm-managershut-interfaces-tftp-fails
コマンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

ccm-managershut-interfaces-tftp-failsリトライ
noccm-managershut-interfaces-tftp-fails

構文の説明 TFTP再試行回数。範囲は 2～ 10です。デフォルトは 2です。retries

コマンドデフォルト 2回目の TFTP再試行後にポートはシャットダウンされます。ただし、TFTPダウンロードの
試行は継続されます。

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(15)T2

このコマンドがCisco IOSRelease 12.4(20)Tに統合されました。12.4(20)T

使用上のガイドライン ゲートウェイがポートをシャットダウン状態にするまでに許容される TFTPダウンロード失敗
回数を設定するには、 ccm-managershut-interfaces-tftp-failsコマンドを使用します。

例 次の例は、TFTPダウンロードが4回失敗した後にポートをシャットダウン状態にする
ようにゲートウェイが設定されていることを示しています。

Router(config)# ccm-manager shut-interfaces-tftp-fails 4

関連コマンド 説明コマンド

Cisco Unified Communications Managerサーバのリストと、それらの現在の
ステータスおよび可用性を表示します。

showccm-manager
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ccm-managerスイッチバック
プライマリ Cisco CallManagerサーバが使用可能になったときに制御をプライマリ Cisco
CallManagerサーバに戻す時間を指定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで
ccm-managerswitchbackコマンドを使用します。既定の設定に戻すには、このコマンドの no
の形式を使用します。

ccm-managerスイッチバック {graceful | immediate | never | schedule-timehh:インチ |稼働時間遅
延分}
noccm-managerスイッチバック

構文の説明 最後のアクティブコールが終了した後 (ゲートウェイ上でアクティブセッ
トアップモードの音声コールがない場合)、制御がプライマリ Cisco
CallManagerサーバに戻されるように指定します。デフォルト値。

graceful

現在の通話状態に関係なく、プライマリCiscoCallManagerサーバへのTCP
リンクが確立されたときに、プライマリ Cisco CallManagerサーバに即時
にスイッチバックすることを指定します。

即時

セカンダリ Cisco CallManagerサーバが起動して実行されている限り、プ
ライマリ Cisco CallManagerサーバに制御を返さないように指定します。
ゲートウェイは、セカンダリがダウンしていて、プライマリが起動して

実行されている場合はプライマリに登録されます。

決して

制御がプライマリCisco CallManagerサーバに戻される時刻を 24時間制に
基づいて時間と分で指定します。指定された時刻が現在の時刻よりも早

い場合、スイッチバックは翌日の指定された時刻に発生します。

スケジュール-時間
hh:mm

TCPリンクが再確立され、制御がプライマリコールエージェントに戻さ
れた後にプライマリ Cisco CallManagerサーバが実行される必要がある分
数を指定します。有効な値は 1～ 1440 (1分～ 24時間)です。

uptime-delayminutes

コマンドデフォルト グレースフルスイッチバック

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは変更されました。このコマンドは、CiscoVG200のCiscoCallManager
バージョン 3.0で導入されました。

12.1(3)T

このコマンドは、Cisco 2600シリーズおよび Cisco 3600シリーズに実装されまし
た。

12.2(2)XA
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変更リリース

Cisco 2600シリーズ、3600シリーズ、および Cisco VG200用の Cisco CallManager
バージョン 3.1に、拡張されたMedia Gateway Control Protocol (MGCP)音声ゲート
ウェイの相互運用性のサポートが追加されました。

12.2(2)XN

このコマンドは Cisco IOSリリース 12.2(4)Tに統合されました。12.2(4)T

このコマンドは、Cisco IAD2420シリーズルータに実装されました。12.2(11)T

このコマンドはCisco IOS Release 15.0(1)Mより前のリリースで変更されました。
neverキーワードが追加されました。

15.0(1)M

使用上のガイドライン このコマンドを使用すると、より優先度の高いCiscoCallManagerが使用可能になったときに、
その Cisco CallManagerへのスイッチバックを設定できます。スイッチバックにより、サービ
スが復元されたら、コール制御を元の (プライマリ) CiscoCallManagerに戻すことができます。

例 次の例では、プライマリ Cisco CallManagerが使用可能になるとすぐに使用されるよう
に設定されています。

Router# configure terminal
Router(config)# ccm-manager switchback immediate

関連コマンド 説明コマンド

冗長リンクアプリケーションのポート番号を設定しま

す。

ccm-managerアプリケーション

最大 2台のバックアップCisco CallManagerの IPアドレス
または DNS名を設定します。

ccm-manager冗長ホスト

Cisco 2600シリーズまたは Cisco 3600シリーズルータを
バックアップ Cisco CallManagerにリダイレクトします。

ccm-managerバックアップへの切り
替え
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ccm-manager switchover-to-backup
ゲートウェイをバックアップ Cisco CallManagerサーバに手動でリダイレクトするには、特権
EXECモードで ccm-managerswitchover-to-backupコマンドを使用します。

ccm-managerswitchover-to-backup

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
特権 EXEC (#)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および Cisco VG200
で導入されました。

12.2(2)XN

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.2(11)Tおよび Cisco CallManagerバージョ
ン 3.2に統合され、Cisco IAD2420シリーズに実装されました。

12.2(11)T

使用上のガイドライン バックアップ Cisco CallManagerサーバへの切り替えが直ちに行われます。
ccm-managerswitchbackコマンドオプションが「immediate」に設定されており、プライマリ
Cisco CallManagerサーバがまだ実行されている場合、このコマンドはゲートウェイをバック
アップ Cisco CallManagerサーバに切り替えません。

例 次の例では、バックアップ Cisco CallManagerサーバが使用可能になるとすぐに使用さ
れるように設定されています。

ccm-manager switchover-to-backup

関連コマンド 説明コマンド

冗長リンクアプリケーション（つまり、セカンダリ Cisco
CallManagerサーバ）のポート番号を設定します。

ccm-managerアプリケーション冗
長リンク

最大 2台のバックアップ Cisco CallManagerサーバの IPア
ドレスまたは DNS名を設定します。

ccm-manager冗長ホスト

サーバが利用可能になったときに制御がプライマリ Cisco
CallManagerサーバに返される時間を指定します。

ccm-managerスイッチバック
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


